外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



令和1年12月6日（金)　　　　　　　　　　　司会・記録：矢幅　佳恵
	矢幅
	角濱
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	山田

	〇
	業務
	業務
	業務
	業務
	年休
	○
	○
	○
	業務

	沼畑
	大川
	東
	北城
	赤坂
	
	
	
	
	

	業務
	業務
	公休
	業務
	業務
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・第7回院内研修会
　日時：12月17日（火）、18日（水）　17：30～18：30
場所：メンタルケア病棟3階　会議室
内容：2019年度医薬品安全管理研修：医薬品を安全に使用するために
講師：松田俊之薬局長
※各自、所定の出欠表に出欠予定を記入すること。
＜クリスマス会について＞
・デイケア　
日時：12/24（火）
　内容：昼食は各自・ケーキの会食
　　　　午前中はＤＶＤ鑑賞

午後よりクリスマスリース作り、ビンゴゲームで勝ち抜いた方からケーキを選ぶ。
・デイナイトケア
　日時：12/23（月）
　内容：昼食はカレーライス・サラダ・ワカメスープ作り、会食。ケーキ
　午前中はＤＶＤ鑑賞
午後より折り紙細工でクリスマスリース作り、ビンゴゲームで勝ち抜いた方からケーキを選んで会食する。
＜正月期間中の食事について＞
・12/30（月）～1/3（金）弁当屋が休み
・12/30（月）デイケア：スーパーでおにぎりやオードブル等を購入する。
　　　　　　デイナイト：弁当あり　＊中居様、田中様は夜の食事をどうするか確認
・12/31（火）年越しそば・かき揚げ・焼きおにぎり・麦茶
・1/1　（水）　すき焼き風煮込み・ご飯・おしるこ・麦茶
・1/2　（木）煮しめ、赤飯、お吸い物（春雨、麩）
・1/3　（金）カレーライス・ご飯・ワカメスープ・ヨーグルト
＊材料費の個人負担が大きい為各スタッフから3千円～5千円程徴収し、12/26・12/27頃に買い物をする。
＊現在、祝日は材料をスタッフ負担で事前購入し、その後に参加人数で割り利用者様から徴収している。
　・デイケアは即日お知らせし、徴収しているが、デイナイトケア（青風荘）は先方の都合で2ヶ月単位での請求になっている。

　　→デイナイトケアは1ヶ月単位に出来ないか？確認が必要
　・割り切れずに端数が出た際は余剰金として保管し、行事などで使用していたが必ずしも全利用者が参加する訳ではない為、一覧表で管理し返金していくようにしてはどうか。
＜利用者様情報＞

デイケア
・中村　与一郎様～1：30分頃スタッフに対し話し掛けあり。「自分のロッカーがへこんでいて、開閉が出来ません、朝来た時はへこんでいませんでした」と聞かれている。スタッフが確認すると10ｃｍ×10ｃｍ程度のへこみが開閉可動部に見られ、へこみ部には蹴った跡が残っていた。本人様に心当たりがあるか聞くも「本当に分かりません、困りますね」と聞かれている。その後来所者全員でロッカーのへこみについてのミーティングを実施するが、詳しい情報は得られていない。本人様に新しいロッカーと鍵を渡すと「ありがとうござます、大事にします」と聞かれ、その後気にする発言はなく、同席の他利用者様と積極的にコミュニケーションを図り、笑顔が観察されている。
・成田　早希様　～主治医面談にて、最近、頭痛が強く仕事でのミスが増えてきたこと、睡眠の中途覚醒があることを相談している。11月より新しい就労先へ移行となったため、気疲れ等が身体的症状として現れたのではないかと主治医より説明がある。エチゾラム錠0.5mgが処方となり、服薬してしばらくすると「若干頭痛はあるけど、心なしか良くなっている気がする」と話す。表情も徐々に穏やかとなっている。再度不調が起きた場合は報告するよう伝えている。
・寺沢　彩様　　～本人より相談があると話し掛けがある。先日、八戸赤十字病院を受診した際に腰部の状態が悪く、手術が必要であると説明を受けたとのこと。手術入院を勧められたが、拒否したと話している。また、治療法として神経ブロック療法を勧められたが、同様に拒否している。本人より、「どうしたら良いかな？」と質問があるため、息子様や生活状況を踏まえた上で、勧められた治療を行った方が良いと伝えている。また、移動時の杖使用を再度促すも「杖が拒否している」と話している。次回受診が1月のため、状態が悪化した際には臨時受診するよう伝えている。
デイナイトケア

・古舘　正行様　～青風荘より情報の提供があり。帰荘後にコップを持参しジュースを要求しているため、時間になっていないことを伝えると、予定表の午前の時間を指差しており、午前と午後の予定を間違えている。再度、予定表の時間を示し、時間まで待つよう伝えると頷き戻っていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、プログラムには参加しているが、プログラム中も床に横になっていることがあり、次のプロプラム開始時間になっても気付かず、周囲から声掛けされていることが多い。
・稲垣　ふき様　～運動プログラム中に、他利用者（小野寺ノリ様）に対し、「そんなの着て、それは外で着るので、中で着るのじゃないよ」とやや強い口調で話している。スタッフが経緯を説明するが、その後も小声でブツブツと言っている。プログラムが始まると、それ以上話すことなく、プログラムに取り組んでいる。
小野寺　のり様　～来所時、上着を脱ぐとセーターしか着ておらず、寒いと話しているため、青風荘に連絡し、衣類を届けてもらうことにしていたが、運動プログラム中に、他利用者（稲垣ふき様）より、やや強い口調で上着を着ていることを指摘されると、上着を脱いでプログラムに参加しており、トラブルには至らず。その後、届いた衣類を着用している。
ショートケア
特記無し。
＜外来患者様情報＞

・庭田　美紀子様～通院、服薬を自己中断され、最終受診は9月24日となっていた。訪問看護にも拒否あり、家族も連絡がとれない状態が続いていた。本日姉が合鍵を使用して中に入ったところ興奮して「ヤクザに殺される」と叫ぶなど滅裂な言動がみられていたため急遽受診される。診察時にも興奮気味に自分は病気ではない、お前は姉ではない別人だ、などと早口で訴え書類を破り捨てる行為あり。症状改善、環境調整のため本日医療保護入院となる。
・千葉　光広様～インフルエンザに罹患したためスタッフが代理受診している。精神症状はかわりなく過ごされているとのこと。
